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貸借対照表【公共下水道事業の財政状況】
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令和４年度 公共下水道事業決算状況

損益計算書【1年間の経営成績】

純利益は、建設改良費の不足額に補てん 純利益 1３３,９９４

流動資産 242,393
(うち現金預金 159,724)

単位：千円 税抜

営業収益８６６,０１８ 営業外収益８４２,５８５

特別利益７１収益合計＝費用合計+純利益＝１,７０８,６７４

営業費用１,４１２,９８３

特別損失４,７６３営業外費用１５６,９３４

収益

費用
+
純利益

固定資産２２,９１１,３５２資産

固定負債７,４９８,３５３

流動負債９６０,４９１

繰延収益７,６９４,８７７ 資本７,０００,０２４

資産合計＝負債合計+資本＝２３,１５３,７４５

営業利益▲５４６,９６５

負債
+
資本



収 益
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令和４年度 決算内訳【3条 収益的収支】

合 計 １,５７４,６８０費 用

単位：千円 税抜合 計 １,７０８,６７４

純利益 1３３,９９４

下水道使用料５４２,０４１
他会計補助金
３８６,３２２

長期前受金戻入
３２５,４４３

雨水処理負担金
３２２,９５５

他会計負担金
１３０,５２３

その他１,３９０

減価償却費８７４,１０５

流域下水道維持管理負担金
２５４,２７１

職員給与費４０,２８５

委託料１８９,４６５ 支払利息１４２,２８９

その他７４,２６５



令和４年度 決算内訳【４条 資本的収支】

資本的収入及び支出において、収入５５７,９６３千円、支出１,２７2,７３９千円となり、不足
額７１４,７７６千円は、当年分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２７,７５５千円、当年度
分損益勘定留保資金５４８,６６４千円及び当年度利益剰余金処分額１３８,３５７千円で補てんし
ました。
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単位：千円 税込

合 計 １,２７２,７３９

企業債２９３,０００

国庫補助金
６６,２８０

他会計出資金
１８０,０００

負担金
１８,２６０

貸付償還金
４２３

不足額７１４,７７６

工事請負費
２４１,９８０

流域下水道建設負担金
８１,０９４

企業債元金償還金８６３,０８３

職員給与費
３８,８６７

その他
４７,７１５

収
入

支
出

合 計 ５５７,９６３



令和４年度 決算内訳【他会計繰入金】
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公共下水道事業は、独立採算性で経営を行っておりますが、現状では一般会計からの繰入金があ

って成り立っている状況です。

基準内 （地域全体が負担するべき分） 基準外

雨水処理負担金 322,955,000円 他会計補助金 386,322,000円

他会計負担金 130,523,000円

合計 453,478,000円 合計 386,322,000円

基準内 （地域全体が負担するべき分） 基準外

他会計出資金 167,321,000円 他会計出資金 12,679,000円

合計 167,321,000円 合計 12,679,000円

3条 収益的収入

4条 資本的収入

令和４年度の他会計繰入金合計は、1,019,800,000円でした。

そのうち一般会計が負担しなくてもよい基準外繰入金（本来は使用者が負担するべき分）は、

399,001,000円となっております。

令和４年度末の下水道普及率は、57.41％で半数以上となっておりますが、未普及の方（約43％）

からも負担していただいて公共下水道事業を経営している状況です。



⑤経費回収率（％）

H30 R01 R02 R03 R04

行田市 74.65 72.68 72.99 74.43

平均値 94.69 94.97 97.07
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【99.73】

④企業債残高対事業規模比率（％）

H30 R01 R02 R03 R04

行田市 1,502.15 1,500.99 1,396.53 1,278.18

平均値 847.44 857.88 825.10
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【669.11】

③流動比率（％）

H30 R01 R02 R03 R04

行田市 31.84 25.93 29.69 25.24

平均値 68.18 67.93 68.53
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【71.39】

①経常収支比率（％）

H30 R01 R02 R03 R04

行田市 111.51 102.95 109.36 108.83

平均値 106.99 107.85 108.04
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【107.02】

経営の健全性（平均値はR3時点）
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■水を処理する費用が、収益で賄えているか？ ■短期的な債務の支払い能力があるか？

■下水道使用料と起債残高の状況は？

【100%を超えていないと赤字】 【100%を超えている必要あり】

【適度な更新と起債残高のバランス】

現金が不足がち

いざという時、
賄えない全国平均並み

起債残高が多く

世代間公平が

課題

■汚水処理費用が、収益で賄えているか？

【100%を超えている必要あり】

下水道使用料で、
費用を賄えてい
ない



②管渠老朽化率（％）

H30 R01 R02 R03 R04

行田市 17.18 18.09 19.05 20.45

平均値 1.43 1.22 1.61
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【6.54】

③管渠改善率（％）

H30 R01 R02 R03 R04

行田市 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.09 0.09 0.17
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【0.24】

①有形固定資産減価償却率(％)

H30 R01 R02 R03 R04

行田市 4.15 8.22 11.58 14.77

平均値 26.36 23.79 25.66
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【38.17】

⑧水洗化率（％）

H30 R01 R02 R03 R04

行田市 91.39 89.52 89.87 89.98

平均値 93.62 92.72 92.88
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【95.72】

老朽化の状況（平均値はR3時点）
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■減価償却がどれだけ進んでいるか？

■耐用年数を超えた管渠がどれだけあるか？

【率が高い程進行】

全国平均以上に
老朽化が進行

R1に公営企業会
計を移行したた
め著しく低い

しかし・・・

【率が高い程進行】

■管路をどれだけ更新しているか？

【値が高い程良好】

現状では、管渠の更新
はしていない

■水洗便所を設置している汚水処理人口割合は？

【率が高い程良好】

全国平均並み


